
■ 活動事例
テーマ 活動例

行政活動（まちづくり構想等）への参画 ⃝まちづくり提案を通じた自治体によるSDGs推進活動の支援 ⃝各種団体・自治体主催の審議会・委員会等への提言・参画

地域との共創

⃝都市の魅力づくりに関する第三者との研究活動
　•上町台地今昔フォーラムイベント開催
　•語りべシアター制作

⃝自治体・NPO等と連携した高齢者活動支援

⃝NPOや社会起業家との協働活動
　•「マイプロSHOWCASE関西」を通じた社会課題の発信
　•マイ大阪ガス「Social Design+」によるNPO支援

⃝ソーシャルデザインフォーラム、ワークショップ開催

⃝“小さな灯” 運動主催「ふれあいバザー」等の開催
⃝行政・第三者と連携した地域活性化活動
　•Talkin’ About, Walkin’ About活動
　•イストワール事業

その他の活動
（次世代教育・消費者対応等）

⃝環境コミュニケーション活動 ⃝NOBY T&F活動

⃝防災教育・火
ひ
育
いく

⃝防災に関する研究とネットワーク活動

⃝食育活動 ⃝大学での講義・講演活動

⃝消費生活団体・消費生活センター対応
⃝運動クラブによる地域清掃

⃝野球・陸上教室等の開催

■ 社会貢献活動費
2023年度：236百万円

取り組みの背景・考え方
Daigasグループは地域に根ざした事業を営んでおり、地域の皆さまとの良好な関係なくしては、経営は成り立たないと考えています。事業をご理解いただくために積極的に情報を開示し、経営の透明性を高め
るとともに社会とのコミュニケーションを推進します。また、当社グループの経営戦略と親和性の高い地域コミュニティとの共生に資する活動を推進していきます。当社グループが事業活動で培ってきた知見や
資源を生かし、行政活動への提言や協力、地域との共創活動に努め、地域の価値創造に取り組んでいます。
Daigasグループの各取り組みの詳細は社会貢献サイトで紹介しています。 ▶︎ 社会貢献サイト

地域共創活動
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NPO等との協働活動
Daigasグループの大阪ガスネットワーク
（株）は、2013年からNPO法人グリーン
ズとともにウェブマガジン「マイプロ
SHOWCASE関西編」を運営し、関西にお
けるソーシャルデザイナー・NPOの活動を
紹介しています。
海外では、米国における天然ガス・発電等
に関する開発、投資等を行うOsaka Gas USA Corporation（OGUSA）が、公立公園での森林
再生プロジェクトなどの社会貢献活動に取り組んでいます。

共生社会に向けての取り組み
Daigasグループの（株）オージス総研が
中心となって取り組む「はじまるくんパソコ
ン寄贈プログラム」活動は、パソコンリ
ユースによる環境貢献をベースに、再生作
業委託による障がい者の就労支援と寄贈
先におけるIT支援を目的とした社会貢献
活動です。2009年に活動を開始してから
寄贈累計台数が4,942台（2024年3月末
時点）となりました。2023年度は、「第14
回Daigasグループ『はじまるくんパソコン
寄贈プログラム』」として、近畿2府4県の
130の福祉施設に「はじまるくんパソコン」
190台を寄贈しました。

お客さまとともに取り組む地域社会貢献活動
大阪ガスおよび大阪ガスマーケティング
（株）では、会員制サイト「マイ大阪ガス」に
おいて、社会課題の解決に取り組むソー
シャルデザインの担い手たちを応援する
企画「Social Design+」のほか、「みんな
で社会にいいことつながるプロジェクト」
を実施しています。地域の社会課題をお客
さまとともに考え、支援する取り組みを行っています。

福祉作業所でのパソコン再生作業

まちづくり
エネルギー事業者としての使命感を持って環境の保全に取り組むとともに、人々の暮らしと密着した
事業を展開し、地域との共生を目指すDaigasグループは、地域の環境・防災に配慮したまちづくりや
健康等の生活分野への協力・提言など、社会の安心と安全の向上を目指した取り組みを行っています。

研究活動を通じた社会への提言
Daigasグループのエネルギー・文化研究
所（Research Institute for Culture, 
Energy and Life：通称CEL）は、大阪ガス
創業80周年記念事業の一つとして1986
年に設立した企業内研究所です。地域の
価値創造（①環境重視・循環型社会への
対応 ②成熟社会における安心・共助への
対応 ③地域活力活用と都市魅力創造へ
の対応）を目的に、社会の構造分析・課題
解決に向けた研究・実践・提言に取り組んでいます。
研究成果を出版物やシンポジウム・セミナーでの講演、大学での講義、新聞・雑誌等で公表するほ
か、行政・経済界の委員会やNPOとの協働等の社外活動にも生かしています。また、情報誌「CEL」の
発行や、ウェブサイト、SNSなどの媒体を通じた情報発信にも力を入れています。さらに、大阪駅北側
のグランフロント大阪ナレッジキャピタルに開設した「都市魅力研究室」を活用し、地域・コミュニティや
高齢社会などをテーマにセミナーや勉強会などを開催しています。
近年は、社会福祉の観点から高齢者の就労についての調査・研究も行っています。
高齢者の社会での活躍は、本人だけでなく地域、事業者、自治体にとっても大きなメリットをもたらす
と提唱し、NPO等の事業パートナーとともに、行政・事業者・団体等と連携しながら取り組んでいます。
2024年3月には、大阪府内における高齢者の健康・生きがい就労等の取り組み推進のための協定
を大阪府と締結しています。

社会活動団体とのパートナーシップ
地域社会には様々な社会課題があり、その問題は、高度化、複雑化しています。Daigasグループで
は、「マイプロジェクト＝自分ごとから始まる社会課題解決」の実践者たちを、関西のコミュニティをと
もに元気づけてくれる未来のパートナーと位置づけ、その活動を社会に発信し、様々なステークホ
ルダーとの関係性を築くためのサポートをしています。

「イケフェス大阪」にて「語りべシアター公演」を開催
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スポーツを通じた地域貢献
Daigasグループ従業員であり北京五輪メダリスト
の朝原宜治が主宰する陸上競技クラブ「NOBY 
T&F CLUB」では、運動・陸上競技を通じた次世代
の健全育成と新たなコミュニティ創出を目的に活動
しています。元オリンピアンや世界大会の日本代表
の経験と指導力を生かしたトップアスリートの育成
にも力を注いでいるほか、シニア世代の健康増進を
目的としたコースも展開しています。
また、10年以上開催してきた講習プログラムや指導
ノウハウは、自治体イベントや学校授業でも活用さ
れています。
さらに、健康につながる豊かな食生活と体づくりのヒントを、セミナーやウェブサイト、SNSなどを通じ
て情報発信しています。

企業ボランティア活動「“小さな灯”運動」
Daigasグループは「地域とともに歩む企業グルー
プ」として、これまでも地域活動に積極的に参加して
きました。「“小さな灯”運動」は、Daigasグループの
企業ボランティア活動として1981年（国際障害者
年）に始まりました。グループ従業員の募金等をもと
に、「社会的養護を必要とする子ども支援」「障がい
者の就労支援」「災害被災地支援」「従業員のボラン
ティア活動支援」を行っています。
障がい者の就労支援として取り組む「御堂筋ふれあ
いバザー」は、健康や防災・減災をテーマに、多くの
関係先と協働で開催しました。

御堂筋ふれあいバザー

次世代教育への貢献

エネルギー環境教育
Daigasグループは、地球環境
意識の高まりを背景に、2006
年度から、エネルギーと地球環
境問題について次世代を担う
子どもたちと一緒に考え、理解
を深めることを目的として、小・
中・高校生を対象にした出張授
業「エネルギー環境教育」を実施
しています。従業員やOBが講
師となり、「エコ・クッキング」※な
ど2種類のプログラムを活用して、出張授業を行っています。
また、エネルギーや環境に関する校外学習の場としてガス科学館（泉北製造所内）を運営してい
ます。最新の情報をご提供すべく2022年12月に内容を全面刷新しました。近隣の小中学校や地域
イベントでの実験学習などで一般の方にもご利用いただいています。
2023年度のエネルギー環境教育受講者は14,873人、実施回数は521回でした。

防災教育
東日本大震災以降、防災教育の必要性が高まったことを受け、Daigasグループでは、小学校高学年
を対象に防災をテーマにしたオリジナル教材「考える防災教室」を地域の小学校へ配布しています。
「考える防災教室」は、日本の自然災害について学びながら、ワークショップで災害時の暮らしの変化
とその時に役立つ知恵を習得する内容となっています。中学校・高等学校・大学や自治体、地域の自治
会などでも利用いただいたことにより、配布開始からの10年間で配布部数は26万冊を超えました。

ワークショップ形式で災害時の暮らしの
変化と役立つ知恵を習得する「考える防
災教室」の様子

■ エネルギー環境教育 累計実績
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12,11012,11011,12711,12710,83310,83310,57310,573

434,843434,843
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11,58911,589
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左：�小学校高学年用学習教材（A4・40
ページ・オールカラー）

右：�教師用解説書（ワークシート・授業用
副教材付・A4・40ページ・オールカ
ラー）

※「エコ・クッキング」は東京ガス（株）の登録商標です

「NOBY T&F CLUB」講習風景
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基金運営
「“小さな灯”運動」は、「チャリティカレンダー募
金」をはじめ、「御堂筋ふれあいバザー」「ブック
リサイクル」などの収益金、職場・個人や大阪ガ
スすずらん会（大阪ガスOB会）から寄せられた
募金を「“小さな灯”基金」として管理し、「“小さ
な灯”運動」の活動や被災地支援、また、供給エ
リア内の全自治体へ社会福祉、教育等の目的
で使用される物品（車いすや絵本等）の寄贈に
活用しています。
「令和6年能登半島地震」被災地支援として、
①義援金（日本赤十字社）100万円、②支援金
（中央共同募金会）100万円をお送りしました。
基金の2023年度の運営活動収支は、収入が6,656千円、支出は9,654千円でした。

グループ従業員、OB、その他関係先、お客さまなど
が募金を行うチャリティカレンダー

“小さな灯”運動のマインドで取り組む従業員の社会貢献活動
Daigasグループの事業活動は、地域の皆さまの生活に密着しています。従業員は地域社会の一
員、つまり「良き企業市民」として、地域社会に貢献しています。
献血活動や未使用ハガキや使用済切手の回収および古書販売の売上寄付のほか、地域活性化支
援を目的とした市民マラソン大会のサポートボランティアなども続けています。
また、会社から従業員に付与される福利厚生のポイントを社会活動団体に寄付する「Daigasグルー
プカフェテリアプラン社会貢献クラブ」では、2023年度は、6団体に総額2,326千円を従業員の想
いとともに寄贈しました。
さらに、2022年度には、「社会貢献ポータルサイト」を開設し、地域社会貢献活動への参加活性を
図っています。

「大阪マラソン2024」の運営サポートに79人が
ボランティアで参加

従業員にボランティア活動情報などを
提供する社内掲示板
「社会貢献ポータルサイト」
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